
アストラゼネカ社ワクチンの特性について 総括

ワクチンの取扱いについて

アストラゼネカ新型コロナウイルスワクチンサイト

ウェブサイトURL：https://azcovid-19.jp/

問合せ先 (9:00-17:30 土日祝祭日および弊社休業日を除く）

<製品>

医療関係者・自治体関係者： 0120-189-115

一般の方 : 0120-119-703

<ウェブサイト>   0120-162-283

ワクチンの特性

ワクチンの種類
mRNAワクチン

DNAワクチン

組換えタンパクワクチン

ウイルスベクターワクチン
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ワクチンに
関する

情報掲載先
問合せ先

特徴

留意点

• 遺伝子組換えサルアデノウイルスベク
ターワクチン

（オックスフォード大学と共同開発）

• ショック・アナフィラキシー、血栓症・
血栓塞栓症(血小板減少を伴うことがある)
などの副反応については、添付文書・適
正使用ガイドを十分ご確認いただくこと

１. 用法・用量
• 1回0.5mLを4～12週間※の間隔をおいて2回筋肉内
に接種 ※8週以上が望ましい

２. 貯法
• 凍結を避けて2-8℃で保存

３. バイアル・包装
• 1バイアルで10回の接種
• 以下個包装で提供

1バイアル箱 (10回接種分)×2
2バイアル箱 (20回接種分)

４. 調製
• 溶解等の調製は不要

５. その他
• 「カルタヘナ※法第一種使用規程」をふまえた取り
扱い上の留意点を確認のうえご使用いただくこと
※ 遺伝子組換え生物等を使用等する際の規制

ワクチンに関する最新情報の提供方法

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、医薬
情報担当者(MR)による訪問を最小限とし、「アストラ
ゼネカ新型コロナウイルスワクチンサイト」で、情報
の提供・収集を行います

• 医療関係者・自治体関係者向けサイト、一般の方向
けサイトを開設

• 原則、市販直後調査、薬機法の副反応報告は本シス
テムの機能で医薬情報担当者を経由せず実施可能

• 安全性情報、適正使用情報、資材、解説動画を掲載



保管・調製・接種に係る留意点について

●製剤もしくは設備の見えやすいところに『遺伝子組換え生物学的製剤』であることを表示して保管してください。

●アストラゼネカ新型コロナウイルスワクチンは、凍結を避けて、２～８℃で保存してください。

●有効期間は製造日から6ヵ月です。

＊最新の添付文書をご参照ください

添付文書*
14.1 薬剤調製時の注意（抜粋）
14.1.1 冷蔵庫から取り出し室温になってから使用すること。
14.1.4 一度針をさしたものは、遮光して、室温保存では6時間以内、

2～8℃保存では48時間以内に使用すること。

保管

●被接種者や他のスタッフから離れた場所＊で行ってください。 ＊カーテンやパーティションで仕切ることでもよい

調製（シリンジへの充填）

●接種前後の待機場所と接種場所を分けてください。

●接種後の刺入部は、絆創膏を貼り、一定時間（30分程度）保護するよう指導してください。

接種

アストラゼネカ新型コロナウイルスワクチンの接種運営に係る情報

貯 法

有効期間 6ヵ月

２～８℃で保存
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接種後の処理について

●原則、未使用バイアルの原液やバイアルの残液は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（昭和45年法律137号、以下「廃棄物処理法」という。）に従って感染性廃棄物の専用廃棄ボックスなどに入れ、
漏出しない状態で、感染性廃棄物処理業者に廃棄委託してください。委託できない場合は、廃棄物処理法に
従って、医療用ハイターなどで適切に不活化処理を行ってから廃棄してください。

●再利用する器具（例；トレーなど）は、廃棄物処理法に従って、高圧蒸気減菌・医療用ハイター
などによる不活化処理を行った上で十分洗浄してください。

＊専用ボックス（たとえば、廃棄ボックス、ビニール袋、ごみ袋など）

製剤の廃棄・関連資材の廃棄・再利用

●注射部位に貼られた絆創膏は、施設内の専用ボックスなど＊に廃棄するよう指導してください。

●施設外で廃棄する場合は、使用後のマスクなどと同様にビニール袋などに入れたうえでゴミ箱に廃棄するよう指導して
ください。

被接種者への指導

アストラゼネカ新型コロナワクチンの接種運営に係る情報アストラゼネカ新型コロナウイルスワクチンの接種運営に係る情報
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アストラゼネカ新型コロナウイルスワクチン医療関係者・自治体関係者向けサイト
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